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0 はじめに

ヘジェン語　中国語では赫哲[hezhe]語)は,スン

ガリ川(松花江)沿岸,アムール川右岸,ウスーリー

川左岸といった,中国領内のロシアとの国境沿いの地

域で話されているツングース系の言語である。ヘジェ

ン語は従来,この言語といわゆるナーナイ語クル・ウ

ルミ方言とを一緒にして一つの独立した言語(キリ語)

と見なしたDoerfer (1975) 'をのぞき,ナーナイ語の

一方言として分類されていたが,風間(1996)による

詳細な音韻対応の検討の結果,ナーナイ語とははっき

り異なり,むしろウデヘ語やオロチ語に近いことが解

明された。

ヘジェン語の資料としては,ロシア及び中国の研究

者たちによってなされた文法と語彙の記述のほか2,

1985年に創刊された『満語研究j(年二回刊行)に連載

されている民話テキストが存在する。各研究者の文法

記述には,名詞の格組織や動詞の時制組織をはしめさ

まざまな点において若干の相違が見られるが,これが

地域方言差を表すものなのか,あるいは世代差等のイ

ンフォーマントの個人差に由来するものなのかは明ら

かではない。

本稿の目的は,公刊された民話テキストに基づいて

ヘジェン語のいくつかの格接辞の機能を明らかにし,

また再帰所有接辞の存在を立証することである。さら

に,これらの点から見た他のツングース諸語との関係

についても論じてみたい。

本論の前にまず第1章で,主として音韻的特徴に基

づいてツングース諸語内でのヘジェン語の系統的位置

づけを論じた風間(1996)の研究を紹介し,第2章以

下で形態に関する個々の項目を扱う。

1 ツングース諸語の分類とヘジェン語

ツングース諸語は,祖語における*u,*p-,*x-な

どに関する音韻対応と人称・再帰所有接辞の有無を基

準としてIkegami (1974)および池上(1989)によっ

て次のように分類されている。

第1群 エウェン語,エウェンキー語,ソロン語,ネ

ギダル語

第II群 ウデヘ語,オロチ語

-

第III群

第IV群

ナーすイ語,オルチャ語,ウイルタ語

満洲語,女真語

ヘジェン語がこの四つの群のうちどれに最も近いか

という問題の検討において,風間(1996)はまず上述

のIkegami (1974)が用いたのとまさに同じ基準を用

いてヘジェン語がナーナイ語を含む第III群よりも第

1 ・II群に近いことを論証する。それを示す例の一部

を挙げれば次のようである。第1群からはエウェン

キー語,第II群からはオロチ語,第III群からはナーナ

イ語が代表として例示される(各言語名の略号は本文

の後の略号欄を参照)｡相違が明らかな第IV群は考察の

対象からは外されている。

次に、ヘジェン語が第1・II群の中では第1群より

も第Ⅱ群の方に近いことが以下の「骨」「皮」「座る」

のような例によって示される。ただし、逆に第1群の

方と同じふるまいを示す例(以下の「這う」「重い」)

も存在する。

風間(1996)は, asan f女性」やsagdir大きい」

などヘジェン語と第II群の言語の間でのみ語形や意味

が共通するいくつかの語の存在も考慮に入れた上で,

結論として,ヘジェン語は第II群に属すが,その中で

かなり早い時期にオロチ語やウデヘ語から分岐したも

のと考えている。また, *lsや*rDのようにヘジェン

語だけが祖語の音韻を保持している例(xulsa r掛け布

団)やxernen f膝」)などに基づき,ヘジェン語が独
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自の群として分類される可能性も示唆している。

また,ロシアの研究者たちによってナーナイ語の中

に分類されてきたクル・ウルミ方言(以下では単にク

ル・ウルミ方言)については,音韻対応において基本

的に第1群と同じ特徴を示すものの第1Ⅱ群の特徴もい

くらか見られることから,風間(1996)は,ナーナイ

語の方言ではなく,第1群の言語が第1Ⅱ群の言語の強

い影響を受けて成立したものと考えている。このク

ル・ウルミ方言のツングース諸語内での位置づけに関

する見解は, Doerfer (1975)の考えと一部重なる点も

あるが, Doerfer (1975)と異なり,風間(1996)では

ヘジェン語がクル・ウルミ方言とは別個の言語として

独自に系統的位置づけがなされている3。

このようにヘジェン語とクル・ウルミ方言は,音韻

対応に基づいてツングース諸語内で別の群に分類され

るわけであるが,この隣接しあう両言語は接触によっ

て相互に影響を与えあっていることが語彙の面から示

される。すなわち,この二つの言語にさらに同じく隣

接するナーナイ語ビキン方言を加えた三つの言語が,

周辺の他のツングース諸語には見られない多くの語を

共有していることが風間(1996)によって指摘されて

いる4｡それらの語の多くは以下の例のような満洲語か

らの借用語であるが,これはかつて満洲族の文化的影

響がこの地域にまで及んでいたことを示すものであろ

う。

それぞれが別の群に所属する上記三言語が語彙の上

で多くの共通性を示すことから,風間(1996:134)は

これらの言語の間の関係を「アムール中流域言語圏5」

と呼んでいる。本稿では,形態面においてもこの言語

圏に特有な現象が見られるのかという点にも注目す

る。

形態的な面における満州語のヘジェン語に対する影

響についてはすでに津曲(1993)が論じているが,そ

こで指摘されたヘジェン語の特徴のいくつかは本稿で

も取り上げる。

2 所有表現と再帰所有接辞

2.1.表記について

本稿でおもな考察の対象となる尤志賢採録の二つの

ヘジェン語テキスト(中国語による逐語訳と全文訳付

き)のうち「アントウ･ムルグン(安徒莫日根)」では

中国語の排音表記に則したローマ字表記が丿シヤンス

ウ・ムルグン(香叟莫日根)」)では発音記号が用いら

れている。発音記号表記においては,中国の研究者た

-

ちの多くが中国領内のツングース諸語の表記にさいし

てそうであるように,閉鎖音と破擦音は有声と無声で

はなく,有気と無気の対立として表記されている｡従っ

て,例えばローマ字表記のd,tは発音記号ではt,じ

と表記される。本稿ではテキストのヘジェン語をはし

めツングース諸語の表記にさいしては,基本的に津曲

(1993)や風間(1996)が用いているローマ字による

表記法を採用するが,aに関してはeを用いる。

なお,ヘジェン語の短母音の組織に関する解釈は研

究者によってかなり異なり,立てられる音素の数は,

Sunik (1958)とZhang et al.(1989)が6,安(1986)

が7,朝克(1997)が8であるが,テキストでは5個

の母音a, e, i, o, uしか区別されていない。

次節以降で引用される例文の逐語訳における接辞等

の分析は,格接辞と所有接辞を中心に行われ,動詞句

の細かな分析は原則として省略される。

二つのヘジェン語テキストの間で形態的特徴に関す

相違は見られなかったので,以下の説明において特に

区別は行わない。

2｡2.所有表現

津曲(1993 : 82-3)が指摘しているように,ヘジェ

ン語に対する満洲語の影響を示す特徴としてまず,ヘ

ジェン語が属格を有し,さらにその属格接辞(-ji/-i)

が道具格としても用いられることが挙げられる。ただ

し,人称代名詞のみならず名詞にも属格形を認めてい

るのは安(1986 : 28-29)および朝克(1997 : 213-5)

のみであり,しかも安(ib.)では後述の例文(4)の

ような属格形を用いない所有表現も認められているこ

とに留意されたい。また,属格形の道具格としての用

法に言及しているのは安(ib.)のみである。

安(ib.)と朝克(ib.)によれば,ヘジェン語の所有

表現「AのB」においては,以下の例(1)のように属格

形の名詞や代名詞の後の被修飾語が人称所有接辞をと

る場合と並んで, (2)のようにそれをとらない場合があ

るが,これらのうち後者の現象は第lv群をのぞくツン

グース諸語の中では中国領内の諸語,すなわちヘジェ

ン語,オロチョン語,ソロン語にのみ見られる現象で

あり,同様な表現形式(いわば従属部標示型)をとる

満洲語あるいはモンゴル語とこれらの言語との深い関

係を示す特徴の一つであるといえる6.

しかし,テキストの中では名詞の属格形は一例も見

られず,また接辞-ji/-iによって道具格を表す例も
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まったく観察されなかった。一見して属格接辞とも思

われる次の例文(3)に見られるような接辞-iは,文脈上

すべて再帰所有接辞と考えられものばかりであった。

この再帰所有接辞については次節で扱う。以下テキス

トからの引用にさいしては,『満語研究』(MJと略す)

の号数と真数を標示する。また,必要に応じ引用箇所

の前後関係を[ ]で示す。

(3) antu jo-i erge-tiki-ni gemursimi

アンドゥ 家一再 方向一方-3Sg 祈りつつ

「[船の上から]アンドゥは自分の家の方向に祈り

つつ……」 (MJ 1-100)

名詞十名詞の所有表現「AのB」に関してテキスト

で用いられているのは,次の例(4)のような第1・II・

III群のツングース諸語に典型的な所有接辞による表現

方法(主要部標示型)である。

安(1986)と朝克(1997)が記述している名詞の属

格形の存在が何を意味するのかは非常に興味深い問題

であるが,今のところ不明である。安(1986:1)に

よれば,清の時代にヘジェン族は満洲語を文章語とし

て用いており,ごく少数ではあるが『満文十二字頭』

の一部を暗唱している老人もいた(当時)とのことで

あるが,こうした伝統の中で満洲語に精通していた一

部の層が名詞の属格形を創造し,使用し始めたという

ことがあるいはあったかもしれない。

所有表現において人称代名詞,名詞ともに属格形が

一般に用いられ,しかも前述のように被修飾語の所有

接辞が任意化されているオロチョン語やソロン語と比

べると,テキストのヘジェン語にはアムール川以北の

ツングース諸語の特徴がまだ色濃く残っているといえ

るであろう。

なお,人称代名詞の属格形はテキストの中で普通に

用いられており,この点では近隣のクル・ウルミ方言

やナーナイ語ビキン方言との相違が見られる｡ただし,

ヘジェン語においても被修飾語の所有接辞が省略され

る例はほとんど見られない。

2｡3.再帰所有接辞

Sunik (1958 : 19)によれば,ヘジェン語では再帰所

有接辞が用いられることはほとんどない｡朝克(1997 :

239-41)の説明でもヘジェン語には再帰所有接辞が存

在せず,安(1986)およびZhang et al. (1989)には

再帰所有接辞についての言及が一切ない。

このようにこれまでの文法記述は,ヘジェン語にお

ける再帰所有接辞の使用に関し否定的である点でほぼ

一致している。しかし,じっさいのテキストを分析す

ると,再帰所有接辞(-i/-ji,すなわち人称所有接辞の

一人称単数形と同形)はかなりの頻度で使用されてい

ることがわかる。以下にその用例を三つ挙げるが, (5)

では二人称単数, (6)では三人称単数, (7)では三人称複

数が主語であり,いずれも再帰所有接辞が目的語に付

加されている。これらを人称所有接辞の一人称単数形

「私の~を」と解釈することは文脈上不可能である。

また,もし人称所有接辞のついた目的語,すなわち定

目的語であるなら,対格形をとらないのはかなり不自

然であるが,再帰所有形であれば,他のツングース諸

語と同様,格接辞をとらずに目的語として機能するこ

とができる。

(7) geren gurun …i;iaxu meife-i modirsire

すべての人々 みな 首一再 撫でて

「人々は……[話を聞いて]みな(自分の)首を

撫で[頭を掻き,誰も行くとは言わない月

(MJ 1-102)

このような再帰所有接辞の使用がなぜこれまでの文

法記述に反映されてこなかったのかという疑問が生じ

るが,一つの可能性として,民話のような古い形が残

りやすいスタイルにおいてのみ再帰所有接辞が保持さ

れているため,日常語の調査のさいにはそれが現れに

くいということも想定しうるであろう。

なお,近隣のクル・ウルミ方言,ナーナイ語ビキン

方言,また同じ中国領内のオロチョン語やソロン語な

どツングース諸語の再帰所有接辞は一般に単数と複数

の区別をもつが,ヘジェン語にはそうした区別は見ら

れない(例文(7)を参照)。

3 格接辞

3.1.格組織

ヘジェン語テキストにおいて名詞の属格形が現れな

いことは上の2.2.で述べた。それを除いた名詞格変化

の接辞を他のツングース諸語と比較すると表1のよう

になる。比較される言語は,隣接するクル・ウルミ方

言とナーナイ語ビキン方言,さらに第1・II・IⅡ群を

それぞれ代表するエウェンキー語,オロチ語,ナーナ

イ文語である。スペースの関係で表の接辞は,母音調

和による交替形などを省略した代表的な形のみであ

る。また,ここに挙げたヘジェン語以外の各言語には,
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このほか常に人称所有接辞とともに用いられ,「(人称)

のための~を/として」といった意味を表す指定格が

存在するのだが,それは除外した。

なお,それぞれの格の名称は多くの言語で果たして

いるおもな機能に基づいて付けられたものにすぎず,

どの接辞もいくつかの機能を兼ねており,時に一つの

機能を複数の格接辞が担う場合もあることに留意しな

ければならない。

表1 ヘジェン語と近隣ツングース諸語の格接辞

表からもわかるように,それぞれの言語が有する格

接辞の数に相違はあるものの,どの格においてもそれ

ぞれの接辞は同じ祖形に由来すると見られている9.問

題は個々の接辞が担う機能のちがいであるが,本稿で

は方向格と離格の接辞について詳しく見ていく。

3｡2.方向格と離格

表からヘジェン語,クル・ウルミ方言,ナーナイ語

ビキン方言には奪格と離格のための専用の格接辞がな

いことがわかる。では,｢~から(来る)｣などのよう

に起点を表す場合にはどのような手段が用いられるの

であろうか。

日本語の格助詞の用法のように起点と方向を明確に

区別する観点からは極めて特異な現象に見えるが,ヘ

ジェン語では方向格接辞-tki/-tikiが,次の例文(8)の

ように方向を表すだけでなく(上に挙げた例文(3)も参

照),例文(9)(10)のように空間および時間における起点を

も表す。すなわち,この格接辞が方向を表すのか起点

を表すのかは,それを支配する動詞の意味あるいは文

脈により決定される。

クル・ウルミ方言の方向格接辞も-tki(子音の後で

はー(t)ki)であり,ヘジェン語と同じ語形をもつが,

ヘジェン語とは異なり,この接辞は起点を表すことは

できない。この方言では起点は,以下の例のように場

所副詞edjgejiにこから」から転用されたと思われる

後置詞d池永寸~から」(人称所有接辞が付く)によっ

て表すほか11,場所格や沿格によって表されることも

ある。この中で場所格は方向や帰着点をも表すので,

この接辞はヘジェン語の方向格と同様,文脈によって

まったく正反対の意味を表すことになる。

なお, Sunik(1958 : 21)はヘジェン語のergeji-(<

erger方向)+うi)も後置詞と見なし,「私は町から来

た」というこの語を用いた例文を挙げているが,『満語

研究』掲載のテキストにおいては, Julexi ergeうi「南

の方向から」(MJ 7-76)やferxi erge-]i r北の方向か

ら」(MJ 2-95)のように,起点そのものを表すという

よりも「方向/側」という名詞の意味がまだ色濃く残

されているように思える。

す一ナイ語ビキン方言は,方向格接辞そiをもつ点

ではナーナイ文語と同じであるが,離格接辞をもたな

い点で文語とは異なる。この方言では,起点は次の例

文のように道具格接辞jiによって表される。
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後述のように他のいくつかのツングース諸語でも,

場所副詞など一部の語において起点を表す接辞jiが

見られるが,これが一般の語に対しても生産的に用い

られる点がビキン方言の顕著な特徴である。

ナーナイ文語の基盤をなすナイヒン方言では,起点

を表すには基本的に離格接辞-Jiajiが用いられるが,

風間(1993)等のこの方言による民話テキストの中で

はこのほかにjiおよびうiaという接辞が起点を表す

例も若干見出される12。拙論(Tamura 1996 : 141-2)

で指摘したように,これらの接辞は-]ia]iに由来する

可能性もあるが,少なくともjiに関しては,ビキン

方言のjiと同様にツングース諸語の道具格が本来

もっていた離格的機能を受け継いでいるものである可

能性が強いと筆者は考える。ただし,接辞jiによっ

て起点を表す用例は,後述する空間的位置関係を示す

語以外には少なく,この接辞がjiaJiに代わって生産

的に用いられうるのかどうかは断定できない。

ちなみにAvrorin (1959 : 180)によれば,ナーナイ

語では「~から何キロメートル」のように距離を明示

する場合には離格に代わって道具格が起点を表す。

なお,ナイヒン方言の-jiajiをはしめツングース諸

語の離格接辞(エウェンキー語-giit,ソロン語一giiji,

エウェン語-giic etc.,オロチ語およびオルチャ語う帛

など)自体が,語源的には「~の側」という意味を付

与する語幹形成接辞*-giiと離格的機能をもつ道具格

接辞*うiとで構成されたものと見られている(Sunik

1982 : 217-8冲。

3｡3.起点を表すらi

離格的機能をもつ道具格接辞うiは,以下で説明す

るように特定の意味領域に属す語に関しては,ヘジェ

ン語をはじめいくつかのツングース諸語において見ら

れる。

まずヘジェン語を例に説明すると,ここでは前述の

ように方向格接辞-tkiが方向と起点の両方を表すこ

とができるが,「上,下,前,後ろ,外,中,どこ」な

ど空間的位置関係を意味する語に限り,方向格と離格

に相当する形にはそれぞれ接辞-siki (時に-ski)お

よびjiが用いられる。以下にテキストからの例を挙

げる。逐語訳においてうiは道具格接辞としたまま分

析する。

接辞-sikiは満洲語amasir後ろへ」やナーナイ文

語xamaSir同」などの未尾に見られる-siと同源で,

方向格接辞のツングース祖形* -takiiの交替形である

* -sikiiに由来する。この接辞はツングース諸語にお

いてもはや生産的ではなく,上記のような空間的位置

関係を表す特定の語にしか付けられない。

上に挙げた例から,ヘジェン語において方向格接辞

に-sikiが付けられる語には,起点を表す接辞として

はつねにぷが用いられることがわかる。ただし例外

として,eujikirここへ」とtau-iiki [そこへ」の対

義語は -]i をとらず,一般の語と同様,方向格接辞

-tikiを用いてe-tikirここから/この時以来」, ta-tiki

「そこから/その時以来」という形になる。

また,erger方向」という語は,方向を表す場合に

は-tikiしかとらないが,起点を表す接辞としては-ji

と-tikiの双方が可能であり,例えばすでに引用した

julexi ergeうi「南の方向から」(MJ 7-76)と並びjulexi

erge-tikir同」(MJ8-126)という用例も見られる。

このほかテキストの中で起点を表す接辞として-^ji

が用いられる語にはsuliauうり西からJとejeu-Jり東

から」が見出されるが,これらの語に方向を表す接辞

が付く場合の用例は確認できない。

ヘジェン語以外のツングース諸語ににおいても,場

所副詞など空間的な位置関係を表す語が方向や起点を

表すさいには一般の語とは異なる接辞が用いられる。

精査したものではないが,以下そのような例をいくつ
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か挙げる。一般の語と同様の格接辞が付いた語形は括

弧に入れる。

オロチ語においては多くの場合うiと並んで本来の

離格接辞であるう帛 も用いられることから,jiが

う帛に由来する可能性もある。また,すルチャ語にお

いては,jiの付いた語が起点を表す副詞となるばかり

でなく,「~側」という意味の名詞としても用いられる

ので,このjiが前節で触れた語幹形成接辞の*-gii

-

に由来する可能性もある。

しかし,拙論(Tamura 1996 :145-6)で指摘したよ

うに,ヘジェン語も含めここに挙げた言語はすべて,

次のような形動詞の道具格形によって空間的および時

間的な起点を表す用法をもっていることから,上の例

における接辞jiは,ツングース諸語全般に道具格接

辞がかつて担っていた離格的機能を継承したものでは

ないかと筆者は考える。

場所副詞や形動詞においてこうした離格的機能を果

たす道具格接辞jiをもつ点で,ヘジェン語はアムー

ル川下流地域をも含む近隣のツングース諸語と共通の

特徴をもつ。一方,場所副詞における方向を表す接辞

の語形が-sikiのように-kiを残した形をとる点で

は,周辺ではクル・ウルミ方言とのみ共通する。

4 まとめ

本稿ではごく限られた文法事項しか扱わなかった

が,それでもヘジェン語が周辺のツングース諸語とか

なり複雑な影響関係にあることがわかる。

第2章で述べたように,ヘジェン語テキストでは名

詞の属格形が用いられず,また逆に再帰所有接辞がか

なり高い頻度で用いられることが確認された。これら

の事実は,ヘジェン語がこれまで記述されてきた以上

に第1・II ・111群のツングース諸語の形態的特徴を保

持していることを物語る。

格接辞から見ると,ヘジェン語は方向格接辞に-tki

という語形を,さらには場所副詞に限り方向を表す接

辞に-sikiという語形をもつ点で,クル・ウルミ方言

とともにエウェンキー語などが属する第1群的な特徴

を備えている。

また,格組織において奪格あるいは離格専用の接辞

をもたない点で,ヘジェン語はクル・ウルミ方言およ

びナーナイ語ビキン方言とのみ共通する特徴を備えて

いる。ただし,起点の表し方に関してはこの三言語は

それぞれ異なった手段を用いる。

最後に,空間的位置関係を表す語に限り見られる起

点を表す道具格接辞うiの存在は,アムール川中・下

流域沿岸を中心とする広い地域に共通する特徴であ

る。
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言語

Bkナーナイ語ビキン方言

Hzヘジェン語

Ma満洲語

Ocオロチ語

略号

ヘジェン語の格接辞と再帰所有接辞

Ek エウェンキー語

K-Uクル・ウルミ方言

Na ナーナイ語(:丈語)

-

生産的な接辞ではなく,エウェンキー語ugiiT上の面｣のよう

な語の中に融合している。これに対し,ナーナイ語,オルチヤ

語,ウイルタ語,ウデヘ語,オロチ語,すなわち第II･III群の

ツングース諸語においては,この接辞はうi, -jia, -ja, -jeな

どの形で生産的に用いられている。 Tamura(1996 : 146-7)を

参照。

14 前述のようにクル・ウルミ方言では方向格接辞は起点を表

さない。このtaa-tki rそこから/それ以来｣は例外となる。
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